
令和6年度第1回常任委員会

令和6年7月22日(月)午前10時～11時45分 SAGAアリーナ諸室125

○出席者
諸江、安藤、恒松、根岸、瀬田川、安海、山田、千葉、池田、國金、松本、和田、下野、豊田、多田、笹田、
中村、仁部（佐賀県担当者）、島原市担当者(2名)、島根県担当者(2名・令和7年度開催地)、田部井（滋賀
県視察・令和8年度開催地）

○佐賀県池田部長あいさつ

○フェンシング専門部諸江部長あいさつ

○議事
１．令和6年度全国高等学校総合体育大会フェンシング競技について（仁部）
学校対抗戦不参加 男子高知県・沖縄県、女子奈良県・高知県・沖縄県
競技日程は昨年通り

２．令和6年度全国選抜大会（笹田）
島原市担当者変更、3月21日競技開始、配宿は島原観光ビューロー

３．令和7年度全国高等学校総合体育大会フェンシング競技について（島根県担当者）
・島根県安来市実施で準備中。今大会で視察。

４．令和7年度以降全国大会について（根岸）
・全国選抜は令和12年度まで島原
・全国総体は令和７年度島根県安来市、８年度滋賀県大津市、９年度千葉県船橋市、10年度岐阜県（予定、
開
催市未定）、11年度南部九州・12年度北関東ブロック開催県未定

5．報告事項
(1)令和6年度前期専門部行事報告（和田）
諸会議（全国高校総体プログラム編成会議、

(2)令和6年度第1回競技委員会報告（松本）
・インターハイ個人対抗戦トーナメント 予選・決勝の表記を廃止
・規約規定集の大幅変更→全国委員会で審議
・実施要項のウェブへの掲載はなるべく5月上旬に出来ないかという要望あり。
全県で調整をお願いしたい（今回は5月29日以降の掲載が4県で統一されていた）

(3)前期（公財）全国高等学校体育連盟（安藤）



・サッカーが固定開催（福島Jビレッジ）、他専門部も固定開催を検討して欲しい
・インターハイ改善プロジェクト立ち上げ。少子化、働き方改革を反映
・経費削減の徹底（役員・審判を近県・同一ブロックから集める
・配宿センターを利用しない配宿は止めるよう要望
・熱中症対策への注意喚起を監督会議で注意喚起を

(4)令和6年度前期（公社）日本フェンシング協会報告（諸江）
・来年から恒松先生に交代を要望。
・企業スポンサーの件で揉めている。
・7月21日総会実施。ミニムは意見が反映されない。（統一した意思決定機関がない）
・ワールドカップ遠征での飲酒（高体連該当者1名）、対応は学校の意思を尊重

6．協議事項
(1)令和5年度決算報告（根岸）
・監査報告（池田） 4月23日監査実施、適正に処理

(2)令和6年度行事予定（和田）
・第2回競技委員会（会場未定）

(3)令和6年度収支予算書（根岸）
・委員会費増額、運営補助費微増、管理費削減

(4)競技委員会提案事項（恒松）
・令和7年度第50回全国選抜記念大会実施予定、都道府県1校＋開催県1校(48チーム)
・各ブロック選抜実施、ブロック1・2位校をシード、それ以外はフリー抽選
・一人2種目出場可。出場するチャンスを広げる。各ブロックで埋まらない場合に県の2位校をどう出場さ
せ
るかどうかはブロックでの判断。ブロック2位校だけ集めて実施というのは極めて難しい。

・全都道府県から出場出来る大会として今回の全国委員会に提案。詳細は3月の全国委員会までに検討。
・会期（3日間）は延ばせない。開会式前日実施実現せず。
・同一ブロックの初戦対戦は、出場校数の多いところから先に抽選すれば避けられそう。
→案 抽選3 「1回戦同地区対戦は考慮しない」は削除

(5)強化普及委員会提案事項（恒松）
・韓国指導者研修会
大学生や大学の監督にも声を掛けている。現地集合・現地解散なので最少催行人数は設けない予定。

・出張型指導者研修会
集合型ではなく、全国高体連の委員が出向いて実施。10/1～2/28で実施
選手がいないが指導者だけ「先行投資」として実施も構わない。



(6)総務委員提案事項（松本）
・規約規定集の改訂について
日本協会のFIE競技規則に基づいて改訂（FIEの英語版と番号がずれているが、日本協会版に合わせてい

る）
文言の統一化、辞退届と棄権届を様式化
「インジュリータイムの判断は医師または技術委員会、伝えるのは審判」と読める様に書き換え。
インジュリータイムの記録はスコアシートに記録、技術委員会と医師が把握。
今回は審判のグループLINEに投稿して記録を残す。

(7)都道府県提案事項
特になし

(8)その他
・優勝旗と優勝盾のペナントの件。（総務委員会の項目で報告）
破損防止のため令和の分のみにし、外したものは事務局（名電）で保管。

・高知県からの登録がなかったが、前年度と比較して登録数は微減。
・東京都提案の「全国選抜一人3種目」は「競技委員会提案事項」で報告
・5時以降の補助役員生徒の扱いについて。
フェンシング専門部は申し合わせで5時までとしている。詳細は開催地に任せる。


